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導入、その後 premixed insulin aspart 投与へ切り替え。HbA1c6%
台で経過していたが、1年後急激にHbA1cが上昇、頻発する早朝低
血糖と以降の著しい高血糖を認めた。インスリン抗体結合率92.8%
と高値で血糖変動の原因と考えられた。human insulin 投与へ変
更、ステロイドパルス療法で抗インスリン抗体結合率の一時的な
低下は認めたが、維持量のステロイド投与にてもインスリン抗体再
増加、結合率高値、血糖変動不安定の状態が3年間にわたり続いた。
human insulin 製剤に対しても抗体が産生される病態と考えられた
が、2011年12月インスリン投与中止の上でリラグルチドの投与開始
したところ、血糖コントロールは安定、インスリン抗体結合率も
24.6%へと低下を認めた。
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